
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第３学期 主題：イエスさまの手って温かい  ２月の主題：光のこども   

＊２月の聖書＊『光の子として歩みなさい』 

想像と創造 

想像と創造は、同じく“そうぞう”と読む同音異義語です。辞書的な意味で、想像とは実際に見たり聞いたりしていない、もしくはできない事柄を頭の

中に思い描くことを指します。妄想や空想のように現実からかけ離れていることを考えることだけに限らず、まだ何かを予想して推しはかるときにも用

いられます。その一方で創造は、これまでになかった新しいものを初めにつくり出すことを意味します。まさに神様が宇宙万物をおつくりになった天地

創造のことが一つの例として挙げられます。このように無を有にするという概念が先にたっているから、破壊ではなく模倣という言葉が想像の対義語と

して認識されます。創造がオリジナルなものをつくるだとしますと、模倣はそれのコピーをするということを意味するからです。 

想像と創造は単純に同音異義語だけではなく、それ以上の関係性を持っています。一人の人間のことはもちろんのこと、人々が携わるあらゆる分野の

営みにおいて、両者は互いのことを導き出し、支え合う事柄なのです。人や共同体は、想像を通して物事の核に近づき、創造を通して自分の願いを形に

することができますが、両者は体を前へと進ませる両足や両手だと言えます。ビートルズ（The Beatles）のジョン・レノン(John Winston Ono 

Lennon、1940-1980）が作曲［創造］した歌イマジン(Imagine：[想像])のことを思い出してみましょう。イマジンは世界を形作っている物事、例

えば宗教・国家・物質主義などに疑問を投げかけ、多くの人をより良い世界の想像へと案内し、さらなる世界創造へと進むように導きます。                                         

素晴らしいことに、子どもたちにおいて想像と創造は分離されていません。それゆえ、子どもたちの想像力を支え、また促してください。それが創造

力そのものになります。                              成成鍾チャプレン 

 

 

 

＊おしらせ＊ 
１日（木）豆まき   
「悪い子いね～か！」と今年も幼稚園に赤鬼さ 
んと青鬼さんがやって来ます！ 
子ども達は升の中に豆を入れてもらい、いや～な 
鬼をお豆でやっつけます！！ 
 
９日（金）お楽しみ会 
時間等、当日の事は配付したお手紙をご確認くだ
さい。 
 
16 日（金）体操教室見学会   
１年間の総括！お子さんの成長をご覧ください。 
3 学期初めにお配りした、クラスだよりをご確認 
ください。 
 
27 日（火）入園準備会Ⅱ 
在園児と来年度新入園児が初めて出会います。 
ドキドキ…♡ 来年度 4 月の新入園児は、10 名
の予定です。どんな出会いがあるのか、楽しみで
すね！ 
・すみれ組の方は、新学期用品を降園時にお渡し
ます。１時４５分にホールにお集まりください。 
 
＊集金 絵本代・おかっぱ給食・ひつじ（預かり
保育）・希望給食を集金袋にて集金します。 

 
＊東京都私立幼稚園連合会より、能登半島地震の被
災した幼稚園等の幼児施設への募金のお願いが来
ています。2/5～8 まで、門のところに募金箱を設置
します（登園時のみ）どうぞ、ご協力ください。 

 
 

１日 木 豆まき  

２日 金 体操教室 

７日 水 おかっぱ給食 

８日 木 午前保育（午後ひつじなし） 

9 日 金 お楽しみ会 

12 日 月 建国記念日 振替休日  

14 日 水 ２・３月生まれお誕生会 

15 日 木 ひよこクラブ 

16 日 金 体操教室見学会 

19 日 月 ゆり組 懇談会 13 時～ 

20 日 火 たんぽぽ組 懇談会 13 時～ 

21 日 水 おかっぱ給食   

ちゅうりっぷ組懇談会 13 時～ 

27 日 火 入園準備会 Ⅱ 

28 日 水 おかっぱ給食 よちよちクラブ 

29 日 木 ひよこクラブ 

3/1 金 ひなまつり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

おたんじょうびおめでとう！ 
かわいい女の子 2 人が 

お誕生日を迎えます 

2 月のひかりのこども 

冬らしい寒さが続き、朝は布団から出るのが辛いですね… 

それでも、子どもたちは元気！「氷鬼やろう！」と仲間を誘ったり、陽だまりにテーブルセッ

トを自分たちで移動し、ご馳走を並べてパーティーごっこしたり…寒さを吹き飛ばす勢いで遊

んでいます(*^^)v 

３学期になって思うのは、子どもたちがとっても仲間を感じ、思いを伝え合っているな～とい

うこと。ごっこをするのも、場を造るのも一人ではできない遊びを沢山経験してきた子どもた

ちは、造りたいこと、やりたいことを自分の思いと友だちの思いを擦り合わせ、たとえ思いが

違っても、「ダメ！」ではなく、「こうするのは？じゃぁ、こうは？」と、この遊びをする為に

いい方法を考え合っていることを感じます。それは、きっと十分遊ぶことが保証された生活を

送っているからこそ、１つの遊びを大切に考えることのできる姿だと思います。決められてい

る活動と活動の隙間時間を遊んできた子どもたちには、短い時間に合理的に遊ぶことは身につ

いても、遊び込み深めていくことの面白さを知ることはできないでしょう。そう思うと、聖公

会の子どもたち、いいぞ！と心の中で、ニヤッと微笑んでしまいます。 

 ところで、お庭のプランターの人参や大根が収穫されているのに気が付きましたか？秋に蒔

いた種  大きく？いえ、美味しく育ちました(*^^)v ちゅうりっぷ組さんは収穫した人参をカレ

ーと人参カップケーキに。たんぽぽ組さんは大根でお味噌汁を！ゆり組さんは…たんぽぽ組に

なった時に収穫できるように、何を蒔こうか相談中だそうです。楽しみですね(^^♪ 

因みに、野菜が大の苦手だった                君 自分たちで育てた人参は美味しかったようで、ニコニコ

笑顔で“美味しいね！”と人参カップケーキをほおばっていました！！これぞ食育      

 

 

 


